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労協連だより研究所だより

　８月は平和について考える季節でもあり
ます。第２次世界大戦の終結から76年目の
今年、「戦争体験者」がいなくなることへ
の危機感が各紙で伝えられていました。私
たちが過去から学ぶことのできる存在だと
したら、戦争を体験していない世代がどう、
自分たちの実感として、戦争というものを
明確に拒絶し、戦争の背景を見つめ、どの
ような社会をつくりたいかという意思をも
てるのかが大切なのだと思います。
　“Let us face up as well as we can to the 
truth.”
　「可能な限り真実を直視しようではありま
せんか」というこの言葉は、1985年ドイツ
連邦議会で、当時のヴァイツゼッカー大統
領が行った戦後40年のスピーチにおいて、
40分にわたる演説の締めくくりに語られま
した。この演説の中で、わたしが何度も思
い出すフレーズは、“We are all aff ected by 
its consequences and liable for it. Anyone 
who closes his eyes to the past is blind to 
the present.”「私たちは、誰もが、過去の
結果に影響を受け、責任を持っています。
過去に目を閉ざすものは、結局のところ、
現在にも盲目になります。（筆者意訳）」と
いう部分です。最近は「ポスト真実」という、
客観的事実よりも感情に訴えかける情報の
方が世論を動かしていくような流れがある
と言われています。真実を直視することは、
時に勇気がいることでもあると思いますが、

真実を直視しない限り、歴史に学ぶことは
できません。私たちに、その勇気と、未来
を創る知恵があるようにと願うばかりです。
　ところで「意志」といえば、コロナ禍で
行われた東京オリンピックは、テレビを持っ
ていないからかどこか別世界の出来事のよ
うでした。８月８日の閉会式を見た友人から

「結局、最初から最後まで、なにが言いたい
のか分からなかったし、これが日本だと思
われるのが恥ずかしい」という感想が届き
ました。日本人に伝わらないのであれが、
世界の人にも伝わってはいないでしょう。日
本として世界になにを発信したいのか、ど
んな社会を目指しているのか。わたしたち
の「意志」が問われているのだと感じました。
　最近は、IPCC第６次評価報告書の第１
作業部会（自然科学的根拠）の内容に焦りが
募る一方ですが、兄が贈ってくれたエバー
フレッシュが、朝に葉をひらき、夜に葉を
とじてねむる姿を見ながら、焦っても仕方
ないと自分に言い聞かせています。

研究所だより 荒井　絵理菜
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研究所活動日誌・今後の予定

研究所活動日誌（2021.7.16〜8.15）

16日（金）
17日（土）
19日（月）

20日（火）
21日（水）
23日（木）
24日（金）
26日（月）
27日（火）
28日（水）

29日（木）
30日（金）
31日（土）

1−3日（日‐火）
2日（月）
3日（火）
4日（水）

5日（木）

6日（金）

7日（土）
11日（水）
12日（木）
13日（金）
14日（土）

季刊『労働法』末永氏と懇談、武相協同組織研究会、下北園藝部北川さん懇談
センター事業団新所長研修
労協法推進委員会、センター事業団35年史編纂委員会、社会福祉推進事業打合せ、
東京ぐるぐるプロジェクト会議、気候危機アクションチーム会議
千葉大学第２ターム寄附講座第７回オンタイム講義、福井協同労働推進フォーラム
現代座タスクフォース会議
日本協同組合学会秋季大会企画会議
北上市の後藤誠子さん懇談
社会的企業研究会総会、千葉大学第２ターム寄附講座第８回収録
協同組合等研究組織交流会実行委員会
協同ではたらくガイドブック実践編製作会議、きょうどう歯科取材（越谷）、労協
法学習会
有限会社人事・労務金野美香さん取材、就労体験者受け入れ打ち合わせ
自然堂ワーカーズコープ学習会（荒井）、統合本部社連会議、オフィス委員会
第２回劇場と協同の多摩研究会（現代座）、下北園藝部活動

ガイドブック取材（津山）、天然住宅田中優さん訪問
2021年度第１回協同総研常任理事会
労協連合同５役会議、未来人財部部会、日本協同組合学会常任理事会
現代座訪問（センター新人全国事務局員候補研修）、Nukadoko Club ランチミー
ティング、ガイドブック３章打ち合わせ
ゼミ全体発表、地域未来産業進捗報告会、協同組合等研究組織交流会実行委員会
準備会
センター事業団習志野ぬくもり取材、現代座訪問（センター新人全国事務局員候補
研修）、ガイドブック実践編作成委員会、西山そらの学校オンライン取材、ワーカー
ズコープちば（菊地さん）取材
2021年度第２回協同総研理事会
社会福祉推進事業福原委員長と打合せ
第１回社会福祉推進事業調査検討委員会
沖縄国際大学寄附講座打合せ
日本協同組合学会秋季大会企画打合せ

７月

８月
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今後の活動予定（2021.8.16〜10.30）

16日（月）
17−18日（火‐水）
17日（火）

18日（水）
19日（木）
20日（金）

23日（月）
24日（火）

25日（水）

26−27日（木‐金）
26日（木）
27日（金）

28日（土）
30日（月）
31日（火）

1日（水）

2−3日（木‐金）
5日（日）

6−7日（月‐火）
6日（月）
7日（火）

沖縄国際大学寄附講座オンライン出講（相良）、埼玉大学寄附講座打合せ
つくばみらい市高大連携事業2021
沖縄国際大学寄附講座オンライン出講（古村・相良）、川崎平右衛門研究会実行委
員会、日本社会連帯機構事務局会議、労協法推進委員会
現代座「風は故郷へ」舞台稽古
未来人財部採用・配属会議
社会的企業研究会協同労働部会会議、気候環境アクションチーム会議、LFCコン
ポストミニ学習会
合縁奇縁協同の發見誌アーカイブサイト打ち合わせ
千葉大学第３タームインターンシップ第１回（立教大学サービスラーニング他共
催）出講（相良）
千葉大学第３ターム第２回（立教大学サービスラーニング他共催）、ガイドブック
準備会
センター事業団本部長・事務局長会議
社会的企業研究会協同労働部会会議
協同組合等研究組織交流会実行委員会、自然堂ワーカーズコープ学習会（荒井）、
労協法成立記念事業PJ
下北園藝部活動日
島村菜津さんと懇談
神戸大学協同組合論（北川太一先生）出講（相良）、センター事業団35年史編纂委員
会、統合本部社会連帯会議

千葉大学第３ターム第３回（立教大学サービスラーニング他共催）、第２回協同組
合白書編集委員会、東京ぐるぐるプロジェクト会議
センター事業団新所長研修（発展編）
聞いて、知って、判断する法人設立「NPOに活かす！新法人『労働者協同組合を
知る』」出講【武蔵野プレイス主催】（相良）
ガイドブック取材（釧路ぽっかぽか）
愛知高齢協保見ケ丘取材
労協連合同５役会議、日本社会連帯機構理事会、千葉大学第３ターム第４回（立教
大学サービスラーニング他共催）

８月

９月
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研究所活動日誌・今後の予定

8日（水）
10日（金）
13日（月）
16日（木）
17日（金）

18−19日（土‐日）
22日（水）
24日（金）

1日（金）
4日（月）
5日（火）
7日（木）
8日（金）
13日（水）
15日（金）
19日（火）
30日（土）

千葉大学第３ターム第５回（立教大学サービスラーニング他共催）出講（相良）
労協連理事会
第２回協同総研常任理事会、日本協同組合学会常任理事会
第２回社会福祉推進事業調査検討委員会
気候環境アクションPJ会議、日本協同組合学会理事会
日本協同組合学会秋季大会
労協法推進委員会
日本社会連帯機構事務局会議

センター事業団新人事務局員候補内定式
第３回社会福祉推進事業調査検討委員会
合同常勤５役会議
センター事業団本部長・事務局長会議（東日本）
センター事業団理事会
全国未来人財会議、新潟大学ワーカーズコープ寄附講座出講（相良）
センター事業団本部長・事務局長会議（西日本）
首都圏若者サポートネット運営委員会
みんなのおうち全国交流会

10月
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